
尾
崎
紅
葉
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字

1
初
期
作
品
を
中
心
に
ー

増
　
井
　
典
　
夫

、
は
じ
め
に

　
東
京
人
で
あ
る
尾
崎
紅
葉
の
、
近
代
日
本
語
で
の
研
究
上
に
お
け
る
重
要
性
は
こ
こ
で
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
尾
崎
紅
葉
の
形
容
詞
、
形
容
動
詞
で
の
漢
字
表
記
に
は
、
独
創
性
の
あ
る
も
の
が
あ
る
（
1
）
が
、
こ
こ
で
は
、
前
の
論
文

（
2
）
に
引
き
続
き
、
漢
字
「
可
」
を
用
い
た
形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
語
の
表
記
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
、
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す
ば
ら
し
　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

「
可
感
い
金
剛
石
。
」

お
そ
ろ
し
　
ひ
か
　
　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

「
可
恐
い
光
る
の
ね
、
金
剛
石
」
（
『
金
色
夜
叉
』
前
編
一
八
～
一
九
頁
）

「
す
ば
ら
し
い
」
を
「
可
感
い
」
、
「
お
そ
ろ
し
い
」
を
「
可
恐
い
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
表
記
す
る
類
い
の
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
尾
崎
紅
葉
の
初
期
作
品
『
わ
か
れ
蚊
帳
』
（
明
治
2
3
年
・
1
8
9
0
年
）
、
『
伽
羅
枕
』
（
明
治
2
3
年
）
に
見
ら
れ



る
も
の
を
中
心
に
、
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
に
見
ら
れ
る
も
の
と
比
較
な
ど
を
や
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
尾
崎
紅
葉
の
代
表
作
と
い
え
ば
、
通
俗
的
な
ど
と
い
う
意
見
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
『
金
色
夜
叉
』
（
明
治
3
0
～
3
5
年
）
を

挙
げ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
紅
葉
の
用
字
法
の
集
大
成
が
見
ら
れ
る
作
品
で
も
あ
る
。
た
だ
、
言
文
一
致
の
文
脈
で
は
『
多
情
多

恨
』
（
明
治
2
9
年
）
が
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
紅
葉
の
用
字
法
の
典
型
が
見
ら
れ
る
と
も
考
え
て
よ
い

で
は
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
東
京
語
の
研
究
資
料
と
し
て
は
両
作
品
が
重
要
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
前

拙
稿
で
も
述
べ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

二
、
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
と
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
等
と
の
校
訂
の
違
い
に
つ
い
て
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最
初
に
、
全
集
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
の
校
異
を
挙
げ
て
お
く
。

1

『
わ
か
れ
蚊
帳
』
の
場
合

初
出
は
「
江
戸
紫
」
第
一
号
及
び
第
七
号
で
あ
る
。
「
博
文
館
」
版
、
「
岩
波
」
版
共
に
第
一
巻
に
こ
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。

「
可
」
を
用
い
た
形
容
語
に
関
す
る
も
の
で
は
、
次
の
よ
う
な
校
異
が
見
ら
れ
る
。

初
出

博
文
館

版

山
石
波

版



◎

恐お
う　そ
し

き

（第

一
号
9
5

頁

）

可お
恐そ
し　ろ
き

（第

一
巻
5
6

0
頁

）

恐お
う　そ
し

き

（第

一
巻
2

8
9

頁

）

H

『
二
人
女
房
』
（
明
治
2
4
～
2
5
年
）
の
場
合

　
初
出
は
『
都
の
花
』
第
6
4
号
か
ら
第
9
7
号
ま
で
で
あ
る
。
「
博
文
館
」
版
は
第
一
巻
に
、

れ
て
い
る
。
「
可
」
を
用
い
た
形
容
語
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

「
岩
波
」
版
で
は
第
三
巻
に
収
録
さ

初
出

博
文
館
版

岩
波
版

①
　
い
け
ま
せ
ん
（
6
5
号
1
8
頁
）
い
け
ま
不
可
せ
ん
（
6
5
1
頁
）

い
け
ま
せ
ん
（
2
3
7
頁
）

　
　
こ
は
②
　
恐
い
（
7
0
号
4
9
頁
）

こ
は
可
恐
い
（
6
9
2
頁
）

こ
は
恐
い
（
2
6
1
頁
）

　
　
は
つ
③
塊
か
し
く
（
7
0
号
5
2
頁
）

は
つ
か
可
暫
し
く
（
6
9
6
頁
）

は
つ
塊
か
し
く
（
2
6
3
頁
）
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⑤ ④

梧も し

か　ど ほ

し ら

が し

つ い

て
（

（
8

8 4
4 号

号 2

1 頁
0 ）
頁

）
可　も 可　し
悶　ど 憐ほ
が　か し　ら

っ　し い

て
（

（
7

8 9

0 5

6 頁

頁 ）
）
梧も し

か　ど ほ

し ら

が し

つ い

て
（

（
3

3 2

3 6

2 頁

頁 ）
）

　
な
お
、
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
「
尾
崎
紅
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
は
明
治
3
0
年
刊
の
雑
誌
『
太
陽
』
に
収
録
さ

れ
た
「
再
掲
」
本
文
に
よ
る
も
の
で
、
①
か
ら
⑤
の
箇
所
は
全
て
博
文
館
版
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
め
い
り

　
そ
の
他
、
岩
波
『
全
集
』
版
の
「
解
題
」
に
も
、
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
版
の
「
脚
注
」
に
も
指
摘
が
な
い
が
、
初
出
に
「
結

婚
」
（
『
都
の
花
』
7
0
号
4
9
頁
）
と
あ
る
の
が
、
『
新
古
典
大
系
』
本
文
・
博
文
館
版
本
文
で
は
「
嫁
入
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う

な
違
い
も
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
博
文
館
『
紅
葉
全
集
）
』
（
初
版
明
治
3
7
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
と
岩
波
全
集
版
と
で
は
次
の
よ
う
な
校
異
も
見

ら
れ
る
。
『
新
色
繊
悔
』
（
初
出
明
治
2
3
年
、
初
版
2
4
年
）
（
初
出
は
読
売
新
聞
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

◎

博
文
館

く 版
て

（第

一
巻
4
8
7

頁

）

蓼ξ 岩
波

し 版
く

て

（第

一
巻
2

4
8
頁

）
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残
念
な
が
ら
、
こ
の
『
新
色
儀
悔
』
に
つ
い
て
は
初
版
本
で
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
2
4
年
刊
の
再
版
本
で
見
る
と

岩
波
全
集
版
と
同
じ
表
記
で
あ
る
。

　
日
本
語
の
研
究
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
初
版
本
に
当
た
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
作
品
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が

大
変
困
難
な
も
の
も
あ
る
。
尾
崎
紅
葉
に
お
い
て
は
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
が
、
初
版
本
（
単
行
本
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は

初
出
）
を
底
本
に
し
、
ま
た
忠
実
な
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
本
文
に
よ
っ
て
の
研
究
を
進
め
て
い
っ
て
も
よ
い

も
の
と
考
え
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
博
文
館
版
の
本
文
で
は
、
紅
葉
初
期
の
表
記
で
は
な
い
、
紅
葉
晩
年
の
表
記
の
特
徴
（
校
訂
に
紅
葉
自
身
も
関
わ
っ

て
い
る
と
さ
れ
る
）
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
研
究
上
意
味
の
あ
る
資
料
と
考
え
る
事
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
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三
、

『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
わ
か
れ
蚊
帳
』
『
伽
羅
枕
』
等
初
期
作
品
の
場
合
と
の
比
較

　
ま
ず
先
に
、
今
回
問
題
と
す
る
形
容
詞
、
形
容
動
詞
に
お
け
る
「
可
」
を
用
い
た
表
記
に
つ
い
て
、
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』

に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
〈
表
1
＞
〈
表
2
＞
に
示
す
。
（
用
例
の
あ
り
か
は
前
論
文
に
示
し
た
の
で
省
略
す
る
）
。

　
『
金
色
夜
叉
』
に
お
い
て
は
、
明
治
3
1
年
か
ら
3
6
年
に
か
け
て
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
の
複
製
で
あ
る
、
日
本
近

代
文
学
館
の
複
製
本
本
文
を
使
用
し
た
。

　
『
多
情
多
恨
』
に
お
い
て
は
、
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
、
明
治
3
0
年
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
の
本
文
を
使
用
し
、

岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
第
六
巻
所
収
の
本
文
を
参
照
し
た
。



　
表
に
お
い
て
「
◎
」
を
付
け
た
も
の
は
、
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
両
作
品
で
用
例
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
金
）
は
『
金

色
夜
叉
』
の
み
で
、
（
多
）
は
『
多
情
多
恨
』
の
み
で
み
ら
れ
る
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
「
可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）
」
と
し
て
い
る
場
合
、
「
か
は
い
い
」
と
読
ま
せ
る
例
と
「
か
は
ゆ
い
」
と
読
ま
せ
る
例
が
あ

る
こ
と
を
示
す
。

　
「
可
」
に
つ
い
て
は
、
「
よ
い
」
と
「
い
い
」
の
例
は
両
作
品
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
ほ
か
、
「
え
え
」
と
読
ま
せ
る
例
が

『
金
色
夜
叉
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。

　
〈
表
1
＞
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
詞

　
可
傷
（
い
た
は
し
い
）
（
金
）

　
可
痛
（
い
た
は
し
い
）
（
金
）

　
可
傷
（
い
た
ま
し
い
）
（
金
）

◎
可
憐
（
い
と
し
い
）

　
可
伶
（
い
と
し
い
）
　
　
（
金
）

◎
可
忌
（
い
ま
は
し
い
）

　
可
諺
（
い
ぶ
か
し
い
）
（
金
）

◎
可
疑
（
う
た
が
は
し
い
）

◎
可
疎
（
う
と
ま
し
い
）

58



　
　
可
忌
（
う
と
ま
し
い
）
（
金
）

　
◎
可
恨
（
う
ら
め
し
い
）

　
　
可
怨
（
う
ら
め
し
い
）
（
多
）

　
◎
可
羨
（
う
ら
や
ま
し
い
）

　
　
可
愁
（
う
れ
は
し
い
）
（
金
）

　
　
可
重
（
え
ら
い
）
（
多
）

　
◎
可
恐
（
お
そ
ろ
し
い
）

　
　
〈
可
恐
（
お
ツ
そ
ろ
し
い
）
（
金
）
〉

　
　
可
催
（
お
そ
ろ
し
い
）
（
金
）

力
行
　
　
可
輝
（
か
が
や
か
し
い
）
（
金
）

　
　
可
悲
（
か
な
し
い
）
（
金
）

　
◎
可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）

　
　
可
好
（
こ
の
ま
し
い
）
（
金
）

　
　
可
恐
（
こ
は
い
・
こ
は
ら
し
い
）
（
多
）

サ
行
　
◎
可
憐
（
し
を
ら
し
い
）

　
　
可
感
（
す
ば
ら
し
い
）
（
金
）

　
◎
空
可
恐
（
そ
ら
お
そ
ろ
し
い
）
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タ
行
　
◎
可
頼

　
　
可
慎

ナ
行
　
　
可
慨

　
◎
可
懐

　
◎
可
悩

　
　
可
顛

　
　
可
憎

ハ
行

　
　
可
養

　
　
可
養

　
　
可
塊

　
　
可
阯

　
　
可
恥

　
　
可
漸

　
　
可
葱

マ
行

　
　
可
難

（
た
の
も
し
い
）

（
つ
つ
ま
し
い
）
（
金
）

（
な
げ
か
は
し
い
）
（
多
）

（
な
つ
か
し
い
）

（
な
や
ま
し
い
）

（
な
や
ま
し
い
）
（
金
）

（
に
く
い
〈
に
ツ
く
き
〉
）

（
は
ち
が
ま
し
い
）

（
は
つ
か
し
い
）

（
は
つ
か
し
い
）

（
は
つ
か
し
い
）

（
は
つ
か
し
い
）

（
は
つ
か
し
い
）

（
は
つ
か
し
い
）

多ss釜釜li｝＿
）））））） ﾉ

（
む
つ
か
し
い
）
（
金
）

（
金
）
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可
睦
（
む
つ
ま
じ
い
）
（
多
）

　
　
可
悶
（
も
ど
か
し
い
）
（
多
）

　
　
物
可
恐
（
も
の
お
そ
ろ
し
い
）
（
金
）

ヤ
行

　
◎
可
（
よ
い
・
い
い
）

　
　
〈
可
（
え
え
）
（
金
）
〉

　
　
可
喜
（
よ
ろ
こ
ば
し
い
）
（
多
）

ワ
行

　
　
可
煩
（
わ
づ
ら
は
し
い
）
（
金
）

　
　
不
可
（
わ
る
い
）
（
多
）

　
◎
可
笑
（
を
か
し
い
）

　
計
4
8
種
の
用
字
例
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
可
憎
」
は
「
に
ツ
く
き
」
の
形
で
の
も
の
の
み
見
ら
れ
る
。

で
は
「
を
か
し
な
（
可
笑
な
）
」
（
『
金
色
夜
叉
』
後
編
7
3
頁
）
と
い
う
用
法
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　
〈
表
2
＞
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
動
詞

　
　
　
　
可
欄
（
あ
は
れ
）
（
金
）

　
　
　
◎
可
憐
（
あ
は
れ
）

「
可
笑
」
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◎
可
哀
（
あ
は
れ
）

◎
可
厭
（
い
や
）

　
可
恐
可
驚
（
お
っ
か
な
び
っ
く
り
）

◎
可
哀
（
か
あ
い
さ
う
）

　
可
也
（
か
な
り
な
）
（
多
）

　
可
楽
（
た
の
し
み
な
）
（
金
）

　
不
可
（
だ
め
だ
）
（
多
）

（
多
）

そ
れ
で
は
次
に
、
『
わ
か
れ
蚊
帳
』
『
伽
羅
枕
』
に
お
け
る
「
可
」
を
用
い
た
形
容
詞
、
形
容
動
詞
を
見
る
。

　
ま
ず
、
『
わ
か
れ
蚊
帳
』
の
場
合
で
あ
る
。

　
頁
数
は
初
出
の
雑
誌
「
江
戸
紫
」
第
一
号
（
明
治
2
3
年
6
月
）

第
七
号
（
明
治
2
3
年
9
月
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
〈
表
3
＞
『
わ
か
れ
蚊
帳
』
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
詞

可可可可
愁悲愛喜

（
う
れ
し
い
）
（
9
1
頁
）

（
か
あ
い
い
）
（
9
3
頁
）

（
か
な
し
い
）
（
9
1
頁
）

（
つ
ら
い
）
（
1
0
2
頁
）

に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
可
愁
」
（
つ
ら
い
）
の
み
「
江
戸
紫
」
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可
憎
（
に
く
い
）
（
9
1
頁
）

可
笑
（
を
か
し
い
）
（
9
1
頁
）

　
な
お
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
「
可
」
使
用
の
形
容
動
詞
と
見
ら
れ
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　
さ
て
、
『
わ
か
れ
蚊
帳
』
は
全
集
本
だ
と
ほ
ん
の
数
頁
し
か
な
い
短
編
だ
が
、
様
々
な
用
字
の
も
の
が
既
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
、
右
の
六
語
の
う
ち
、
「
う
れ
し
い
」
に
「
可
喜
」
と
用
字
し
た
も
の
は
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
に
は
な
く
、
「
多
情

多
恨
」
で
は
「
よ
ろ
こ
ば
し
い
」
に
「
可
喜
」
と
用
い
て
い
る
し
、
「
つ
ら
い
」
に
「
可
愁
」
と
は
『
金
色
夜
叉
』
「
多
情
多
恨
」
で

は
用
い
ず
、
『
金
色
夜
叉
」
で
は
「
う
れ
は
し
い
」
に
「
可
愁
」
と
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紅
葉
が
表
記
に
お
い
て
、
い
ろ
い

ろ
と
試
行
と
模
索
を
行
っ
て
い
た
か
と
も
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
「
可
愛
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
か
あ
い
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
が
、
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
で
は
「
か
は
い
」
と
ル

ビ
を
振
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
『
伽
羅
枕
』
の
も
の
を
示
す
。
頁
数
は
、
最
初
に
用
例
の
見
ら
れ
た
箇
所
の
も
の
で
、
岩
波
書
店
版
の
『
紅
葉
全
集
』
第
二

巻
で
の
頁
数
で
あ
る
。

　
「
可
愛
（
か
あ
い
い
・
か
わ
ゆ
い
）
（
6
頁
・
2
3
頁
）
」
と
し
て
い
る
場
合
、
「
か
あ
い
い
」
と
読
ま
せ
る
も
の
が
「
6
頁
」
に
、

「
か
わ
ゆ
い
」
の
例
が
「
2
3
頁
」
に
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
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〈
表
4
＞
『
伽
羅
枕
』
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
詞
、
形
容
動
詞

〈
形
容
詞
〉



可可可可可可可可可可可
笑憎愁怖恐憐愛憂忌傷怪

（
あ
や
し
い
）
（
1
0
8
頁
）

（
い
た
は
し
い
）
（
4
2
頁

（
い
ま
は
し
い
）
（
6
5
頁

（
う
い
）
（
4
4
頁
）

（
か
あ
い
い
・
か
わ
ゆ
い
）

（
か
は
ゆ
い
）
（
9
頁
）

（
こ
は
い
・
こ
は
ら
し
い
）

（
こ
は
い
・
こ
は
ら
し
い
）

（
つ
ら
い
）
（
2
6
頁
）

（
に
く
い
）
（
1
0
6
頁
）

（
を
か
し
い
）
（
2
0
頁
）

〈
形
容
動
詞
〉

可可可可
哀厭憐哀

（
あ
は
れ
）
（
1
7
頁
）

（
あ
は
れ
）
（
4
7
頁
）

（
い
や
）
（
5
頁
）

（
か
あ
い
）
（
4
7
頁
）

））

（
6
頁
・
2
3
頁
）

（
1
5
頁
・
5
4
頁
）

（
1
1
6
頁
・
1
0
4
頁
）
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か
な
り
豊
富
な
用
字
例
が
既
に
初
期
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
う
ち
「
可
怪
」
「
可
憂
」
「
可
怖
」
の
例
は
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
か
は
ゆ
い
」
に

「
可
憐
」
を
用
い
た
例
も
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
に
は
な
く
、
「
あ
は
れ
」
ま
た
は
「
し
を
ら
し
い
」
に
「
可
憐
」
を
用
い
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
「
新
色
繊
悔
」
で
は
「
可
憐
（
し
ほ
ら
し
い
）
」
（
岩
波
全
集
第
一
巻
2
5
1
頁
）
、
「
可
厭
（
い
や
）
」
（
同
2
5
3
頁
）
と

い
っ
た
例
、
『
二
人
女
房
』
で
は
「
可
恐
（
こ
は
い
）
」
（
『
都
の
花
』
6
5
号
2
3
頁
）
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
紅
葉
の
出
世
作
で
あ
る
『
二
人
比
丘
尼
色
繊
悔
』
（
明
治
2
2
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
（
頁
数
は
「
日

本
近
代
文
学
館
」
の
初
版
複
製
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）
。

可
愛
（
か
あ
い
）

可
哀
（
か
あ
い
）

可
偶
（
ふ
び
ん
）

ら
し
い
　
　
（
7
5
頁
）

　
（
9
1
頁
）

　
（
9
1
頁
）
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既
に
こ
の
段
階
か
ら
紅
葉
は
表
記
の
試
行
と
模
索
を
始
め
て
い
た
か
と
も
思
わ
せ
る
。
『
金
色
夜
叉
』
で
は
「
あ
は
れ
」
の
表
記
の

一
つ
に
「
可
燗
」
と
い
う
表
記
を
用
い
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
「
ふ
び
ん
」
に
「
可
欄
」
と
用
い
る
例
は
な
い
の
で
あ
る
。



四
、
お
わ
り
に

　
本
稿
で
も
前
稿
同
様
、
調
査
結
果
の
報
告
と
ま
と
め
に
留
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
考
察
ら
し
き
も
の
は
出
来
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
調
査
検
討
を
加
え
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
、
こ
の
「
可
」
を
用
い
た
形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
用
法
は
、
い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
紅
葉

以
前
に
多
く
用
い
る
よ
う
な
作
家
が
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
の
調
査
確
認
が
残
っ
て
い
る
。
少
し
ず
つ
で
も
調
べ
て
ゆ
き
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
可
懐
（
な
つ
か
）
し
い
」
と
い
う
表
記
は
明
治
期
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
が
、
現
代
に
お

い
て
は
使
わ
れ
な
い
表
記
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
い
つ
頃
ま
で
使
わ
れ
た
表
記
か
、
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
の
か
、

等
の
考
察
も
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
所
で
あ
る
。
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〈
注
〉

（
1
）

（
2
）

拙
稿
「
形
容
詞
〈
え
ら
い
〉
の
出
自
と
意
味
の
変
遷
」
（
『
文
芸
研
究
』
1
1
7
、
1
9
8
8
・
1
）
、
同
「
形
容
詞
〈
え

ら
い
〉
の
勢
力
拡
大
過
程
－
近
世
に
み
る
新
語
の
普
及
と
定
着
1
」
（
『
淑
徳
国
文
』
3
2
、
1
9
9
1
・
2
）
，
同

「
明
治
期
口
語
研
究
の
新
展
開
に
向
け
て
ー
標
準
語
と
保
科
孝
一
、
尾
崎
紅
葉
、
そ
し
て
〈
ト
ル
・
ヨ
ル
＞
1
」
（
『
国

語
論
究
9
　
現
代
の
位
相
研
究
』
所
収
、
明
治
書
院
、
2
0
0
2
年
）
等
参
照
。

拙
稿
「
尾
崎
紅
葉
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字
に
つ
い
て
ー
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
の
場
合
1
」
。

（
文
学
部
・
文
学
研
究
科
教
授
）


